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緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰令和7年

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

　同校は、授業で培った知識や技術を活用し、多様な方法で地域の緑化推進に取り組んでいます。小学校等への森
林・林業に関する出前授業や間伐材を使用した木製打楽器（カホン）の組立・演奏、育てた花苗の老人ホームへの配布
等を行っています。
　地域行事である久万林業まつりでは木のおもちゃ体験コーナーの運営、竹灯籠まつりでは竹の伐採から加工・製作
までを生徒が手掛け、地域との交流を深めながら緑化意識の醸成に貢献しています。
　こうした木材利用や木育活動、資源の有効活用に関する実践的な取組は、緑化活動の推進のみなら
ず、次世代の林業を担う人材の育成及び普及啓発にもつながっています。

愛媛県立上
かみ

浮
うけ

穴
な

高等学校（愛媛県久万高原町）

小学生とのカホン演奏 木のおもちゃ体験 竹灯籠製作

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団
体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
　令和７年は13の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

受賞者
紹介

※活動ウェブページ：https://kamiukena-h.esnet.ed.jp
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東日本大震災・原子力災害からの森林・林業の
再生に向けた取組について

特 集

　2011年３月11日に発生した、東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所の事故（以下「福島第一原
発事故」といいます。）から15年が経過しました。
　これまでの取組により、海岸防災林の復旧等の地震・津波被害への対策は概ね完了しました。
　また、福島県の木材生産量は震災前の約71万㎥を上回り、約95万㎥（2024年度）に達するなど森林・
林業の再生は着実に進んでいます。さらに、浪江町では国内でも有数の大規模な集成材工場である「福島
高度集成材製造センター（F

エ フ ラ ム
LAM）」が稼働し、福島県産材を用いてF

エ フ ラ ム
LAMで製造された集成材が、2025年

に開催された大阪・関西万博のシンボル「大屋根リング」に使用されるなど明るい話題も増えています。
　一方で、今なお放射性物質の影響が残る地域が存在します。これらの地域の多くは森林であり林業が基
幹産業の一つでした。
　林野庁では、福島県等の森林・林業の再生に向け政府の復興基本方針に基づき、2021年度から2025
年度までの「第２期復興・創生期間」において様々な取組を実施してきました。
　本特集では、森林の放射性物質対策のほか、良質な原木や原木しいたけ等の産地再生、林業・木材産業
の再生に向けた具体的な取組について紹介します。
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放
射
性
物
質
の
実
態
把
握

（
１
）空
間
線
量
率
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

福
島
県
で
は
、
事
故
直
後
の
２
０
１
１
年
８

月
よ
り
空
間
線
量
率
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
県
内

3
6
2
箇
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
均
空
間

線
量
率
は
事
故
直
後
の
０
・
９１
µ
S
v
／
ｈ
か

ら
約
14
年
後
の
２
０
２
５
年
３
月
で
は
０
・
１６

µ
S
v
／
ｈ
に
ま
で
大
幅
に
下
が
り
、
現
在
で
は

海
外
主
要
都
市
と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
空
間
線
量
率
は
時
間
の
経
過
と
と

も
に
、
徐
々
に
低
下
し
て
い
く
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
２
）森
林
内
の
放
射
性
物
質
の
分
布

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射

性
物
質
は
、
森
林
の
樹
冠
（
樹
木
の
葉
が
茂
っ
て

い
る
部
分
）
に
付
着
し
た
後
、
落
葉
し
た
り
雨
で

洗
い
流
さ
れ
た
り
し
て
地
面
の
落
葉
層
に
移
動

し
、
さ
ら
に
落
葉
層
が
分
解
さ
れ
、
土
壌
へ
移
動

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
測
定
結
果
か
ら
、
現

在
で
は
、
森
林
内
の
放
射
性
物
質
の
90
％
以
上
が

土
壌
表
層（
０
～
５
cm
）に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
樹
木
の
葉
、
枝
、
樹
皮
、
木
部
な
ど
の

部
位
別
の
放
射
性
物
質
の
分
布
を
み
る
と
、
葉
、

枝
、
樹
皮
に
比
べ
て
、
木
部
の
濃
度
が
低
い
傾
向

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）�森
林
施
業
が
放
射
性
物
質
の
動
態
に
与

え
る
効
果

森
林
施
業
が
放
射
性
物
質
の
動
態
に
与
え
る
効

果
に
関
す
る
実
証
事
業
の
結
果
か
ら
、
森
林
内
の

土
壌
流
出
防
止
策
を
行
う
こ
と
で
、
放
射
性
物
質

の
森
林
外
へ
の
移
動
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
空
間
線
量
率
の
低
減
に
は
、
間
伐
等
の

実
施
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
森
林
整
備
を
行
う
際
の
外
部
被
ば
く

線
量
は
、
地
拵
え
や
造
材
等
の
作
業
種
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
、
野
外
で
作
業
を
行
う
場
合
に
比
べ
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て
、
林
業
機
械
の
運
転
キ
ャ
ビ
ン
内
で
過
ご
す
時

間
が
長
い
方
が
、
遮
蔽
効
果
に
よ
り
低
く
な
る
こ

と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
外

部
被
ば
く
線
量
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
作
業
種
の

組
み
合
わ
せ
を
工
夫
す
る
こ
と
、
で
き
る
だ
け
林

業
機
械
を
用
い
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

林
野
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
科
学
的
知
見
に
基
づ

き
、
森
林
に
お
け
る
放
射
性
物
質
対
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

整備が必要な森林整備後の森林

森
林
に
お
け
る
放
射
性
物
質
対
策

（
１
）ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

２
０
１
３
年
度
か
ら
、
市
町
村
等
の
公
的
主

体
に
よ
る
間
伐
等
の
森
林
整
備
と
そ
の
実
施
に

必
要
な
放
射
性
物
質
対
策
（
土
壌
流
出
防
止
柵
の

設
置
等
）
の
一
体
的
な
実
施
を
支
援
し
て
お
り
、

２
０
２
４
年
度
末
ま
で
に
県
内
45
市
町
村
に
お
い

て
、
間
伐
１
７
，１
３
３
ha
、
作
業
道
作
設
２
，

０
９
３
km
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
回
復
を

図
る
と
と
も
に
、
放
射
性
物
質
を
含
む
土
壌
が
下

方
へ
流
出
す
る
の
を
防
い
で
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
作
業
者
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の

た
め
策
定
し
た
森
林
作
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知

や
、
整
備
が
必
要
な
箇
所
の
把
握
等
を
行
い
、
今

後
、
本
事
業
に
よ
り
帰
還
困
難
区
域
内
の
森
林
整

備
を
再
開
し
て
い
き
ま
す
。

（
２
）里
山
再
生
事
業

住
民
の
皆
様
が
身
近
に
利
用
し
て
き
た
森
林
公

園
や
遊
歩
道
な
ど
の
里
山
に
つ
い
て
は
、
森
林
整

備
や
土
壌
流
出
防
止
柵
の
設
置
等（
林
野
庁
）、
住

民
の
利
用
形
態
を
想
定
し
た
個
人
被
ば
く
線
量
測

定（
復
興
庁
）、
除
染（
環
境
省
）を
組
み
合
わ
せ
て

実
施
し
て
お
り
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
里
山
再
生

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
県
内
14
市
村
で
、
ま
た
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
は
里
山
再
生
事
業
と
し
て
県

内
７
市
町
村
13
地
区
で
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
住
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
利
用

い
た
だ
け
る
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

特 集 東日本大震災・原子力災害からの森林・林業の再生に向けた取組について

ふくしま森林再生事業による森林整備

良
質
な
原
木
や
原
木
し
い
た
け
等
の

産
地
再
生
に
向
け
た
取
組

（
１
）原
木
林
の
再
生

し
い
た
け
等
原
木
の
生
産
地
で
は
指
標
値

（
50
B
q
／
kg
）を
超
え
る
放
射
性
物
質
を
含
む
原

木
の
出
荷
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
産

量
が
大
幅
に
減
少
し
、
原
木
と
な
る
コ
ナ
ラ
等
の

原
木
林
の
伐
採
・
更
新
の
サ
イ
ク
ル
が
停
滞
し
て

い
ま
す
。

原
木
林
は
20
年
程
度
で
伐
採
・
更
新
を
繰
り
返

し
ま
す
が
、
伐
採
せ
ず
に
大
き
く
な
り
過
ぎ
る
と

原
木
と
し
て
の
利
用
が
難
し
く
な
る
と
と
も
に
、

更
新
に
必
要
な
伐
採
後
の
ぼ
う
芽
力
（
根
株
か
ら

自
然
に
芽
が
生
え
る
力
）
も
落
ち
、
ナ
ラ
枯
れ
被 里山再生事業により整備された里山
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害
も
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
原
木
林
の
再
生
に
向
け
た
伐
採
・

更
新
と
ぼ
う
芽
枝
の
放
射
性
物
質
濃
度
測
定
へ
の

支
援
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福

島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
千
葉
県
の

７
県
76
市
町
村
で
実
施
し
、
知
見
の
蓄
積
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
福
島
第
一
原
発
事
故
前
の
福

島
県
は
全
国
有
数
の
原
木
生
産
地
で
あ
り
、
影
響

を
受
け
た
原
木
林
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

再
生
に
向
け
て
２
０
２
１
年
度
よ
り
関
係
者
が
連

携
し
て「
里
山
・
広
葉
樹
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
原
木
林
の
再
生
と
と

も
に
、
伐
採
し
た
コ
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
の
利
用
拡

大
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
ト
ラ
ッ
ク
及
び
ト

レ
ー
ラ
荷
台
の
床
板
と
い
っ
た
新
た
な
需
要
を
創

出
す
る
な
ど
、
今
後
の
取
組
の
拡
大
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
２
）安
全
な
き
の
こ
等
特
用
林
産
物
の
供
給

き
の
こ
や
山
菜
類
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
５
年

２
月
現
在
も
、
14
県
1
9
6
市
町
村
で
22
品
目

に
出
荷
制
限
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
産
業
・
生
業
の
再
生
を
図
る
観
点
か

ら
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

出
荷
制
限
が
解
除
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

原
木
し
い
た
け
に
つ
い
て
は
、
６
県
93
市
町
村

に
出
荷
制
限
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
放
射
性
物

質
の
低
減
を
図
る
栽
培
管
理
を
実
施
し
、
一
般
食

品
の
基
準
値（
1
0
0
B
q
／
kg
）を
超
え
る
も
の

が
生
産
さ
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
６
県
72
市
町
村

で
は
、
ほ
だ
木
の
ロ
ッ
ト
単
位
で
の
出
荷
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

栽
培
管
理
の
難
し
い
野
生
の
き
の
こ
や
山
菜
類

の
出
荷
制
限
解
除
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
検
体

の
放
射
性
物
質
濃
度
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
安
全
性
を
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
解
除
に
必
要

な
検
体
数
や
解
除
区
域
に
つ
い
て
、
品
目
や
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
非
破
壊
検
査
法
を
活

用
し
た
出
荷
制
限
の
解
除
も
可
能
に
な
っ
て
お

り
、
対
象
品
目
は
ま
つ
た
け
、
皮
付
き
た
け
の

こ
、
な
め
こ
、
な
ら
た
け
、
む
き
た
け
、
く
り
た

け
、
こ
し
あ
ぶ
ら
、
し
い
た
け
及
び
ま
い
た
け
の

９
品
目
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

伐採したコナラ原木

安全が確認されたまつたけ 非破壊式放射能測定装置

トレーラ荷台に架装したコナラ床板

原木の循環利用

詳しいきのこや
山菜の出荷制限等
の情報はこちら

伐採後のぼう芽更新原木林

コナラのトラックやトレーラ荷台床板への活用
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木
材
の
利
用
推
進
に
向
け
た
取
組

（
１
）�木
材
製
品
等
の
放
射
性
物
質
に
対
す
る

検
査
体
制
の
整
備

林
野
庁
で
は
消
費
者
に
安
全
な
木
材
を
供
給
す

る
た
め
、
原
木
及
び
木
材
製
品
の
放
射
性
物
質
に

対
す
る
検
査
体
制
の
整
備
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
原
木
及
び
木
材
製
品
を
効
率
よ
く

確
実
に
検
査
で
き
る
よ
う
、
３
つ
の
タ
イ
プ
の
放

射
線
自
動
検
知
装
置
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
型
、

選
木
機
ラ
イ
ン
型
、
製
材
品
ラ
イ
ン
型
）
を
開
発

し
、
２
０
１
８
年
か
ら
順
次
、
福
島
県
内
の
原
木

市
場
、
製
材
工
場
、
チ
ッ
プ
工
場
等
に
設
置
す
る

と
と
も
に
、
副
産
物
で
あ
る
樹
皮
、
チ
ッ
プ
、
お

が
粉
等
の
検
査
も
で
き
る
よ
う
非
破
壊
検
査
装
置

の
整
備
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

（
２
）福
島
県
の
木
材
産
業
の
復
興

福
島
県
は
、
も
と
も
と
林
業
が
盛
ん
な
地
域
で

し
た
が
、
福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
多
く
の
林

業
・
木
材
産
業
事
業
者
が
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

２
０
２
１
年
、
浪
江
町
に
、
中
大
規
模
建
築
物

な
ど
に
使
用
さ
れ
る
集
成
材
の
生
産
施
設
で
あ
る

「
福
島
高
度
集
成
材
製
造
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ

〈
エ
フ
ラ
ム
〉）」が
完
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
田

村
市
や
い
わ
き
市
で
も
新
た
な
木
材
加
工
工
場
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
地
場
産
業
の
復
興
に

貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
生
物
多
様
性
へ
の
関
心
が

高
ま
る
な
か
、
福
島
県
産
木
材
は
、
学
校
、
体
育

館
、
道
の
駅
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
庁
舎
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
設
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
３
）�エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
に
向
け
た
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用

原
発
事
故
後
の
２
０
１
２
年
７
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た「
福
島
復
興
再
生
基
本
方
針
」で
は
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
含
む
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

等
の
創
出
に
よ
る
地
域
経
済
の
再
生
が
位
置
付
け

ら
れ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
の
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

直
近
で
は
、
２
０
２
４
年
９
月
に
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
施
設「
飯
舘
み
ら
い
発
電
所
」が
福
島
県

飯
舘
村
で
営
業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
万
全
な

放
射
性
物
質
対
策
を
講
じ
て
、
特
に
利
用
が
進
ん

で
い
な
か
っ
た
樹
皮（
バ
ー
ク
）約
４
６
，０
０
０

ｔ
を
含
め
た
年
間
約
９
５
，０
０
０
ｔ
を
燃
料
と

し
て
使
用
す
る
計
画
で
す
。
間
伐
等
で
発
生
す
る

低
質
材
に
加

え
て
、
バ
ー

ク
の
有
効
活

用
に
よ
り
、

福
島
の
林

業
・
木
材
産

業
の
再
生
が

進
む
こ
と
が

期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

農林水産省公式　「福島のもり応援隊」

各工程における木材製品等の検査体制

大熊産業交流施設CREVAおおくま（福島県大熊町）

ご視聴は
こちらから

林
野
庁
で
は
、
地
域
の
復
興
加
速
化
、
風
評
払

拭
、
風
化
防
止
を
目
的
に
、
幅
広
い
関
係
者
の
参

画
・
連
携
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
得
ら
れ
た
科
学
的

知
見
や
取
組
を
正
確
か
つ
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
情
報
を
整
理
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
企
画
展

示
、
出
前
講
座
の
開
催
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制

作
・
配
布
に
よ
っ
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
放
射
線
の
知
識
や
福
島
の
木
の
こ
と
、

森
林
の
こ
と
、
林
業
の
こ
と
、
き
の
こ
の
こ
と

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
動
画
「
福
島

の
も
り
応
援
隊
」を
農
林
水
産
省
公
式YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「m

affchannel

」
に
て
公
開
し
て

い
ま
す
。

是
非
ご
視
聴
い
た
だ
き
、
福
島
の
も
り
応
援
隊

の
一
員
と
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

さ
ら
に
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
15
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
事
故
か
ら
の
復
興
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。

今
も
被
災
地
域
で
は
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
人

た
ち
が
い
ま
す
。

飯舘みらい発電所（福島県飯舘村）
（写真提供：飯舘バイオパートナーズ株式会社）

特 集 東日本大震災・原子力災害からの森林・林業の再生に向けた取組について
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1
Topics

令
和
８
年
全
国
山
火
事
予
防
運
動

令和８年１月に山梨県上野原市・大月市で発生した山火事

を統一標語として、「全
国山火事予防運動」（統
一実施期間：3月1日～
3月7日）を実施し、全国
で山火事予防意識の高揚
を図る取組や、森林パト
ロール等の実施を呼びか
けています。

林野庁では、
「山火事を 起こすも防ぐも 私たち」

例
年
、
冬
の
終
わ
り
か
ら
春
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
に
か
け
て
多
く
の
山
火
事
が
発
生
し
ま

す
。
暖
か
く
な
る
こ
の
時
期
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ

や
農
作
業
な
ど
、
火
元
に
な
り
や
す
い
人
間
活

動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
雨
が
少
な

く
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る

こ
と
で
、
山
の
中
に
厚
く

積
も
っ
た
落
ち
葉
や
枯
れ

草
な
ど
が
燃
え
や
す
い
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
強
風
な
ど
の
条
件
が

重
な
る
と
、
大
き
な
山
火

事
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
ひ
と
た
び
山

火
事
が
発
生
す
る
と
、
消

火
活
動
に
た
い
へ
ん
な
労

力
が
か
か
り
、
家
屋
等
に

延
焼
す
る
危
険
も
あ
る
ほ

か
、
貴
重
な
森
林
の
再
生

に
は
長
期
間
か
か
り
ま
す
。

令
和
７
（
2
0
2
5
）
年

８
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
「
大
船
渡
市
林
野
火
災

を
踏
ま
え
た
消
防
防
災
対

策
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

春
は
山
火
事
に

ご
用
心

山火事予防普及活動（宮崎県提供）

気象庁・消防庁・林野庁合同での記者会見

討
会
報
告
書
」
を
受
け
、
林
野
火
災
注
意
報
の
創

設
、
林
野
火
災
警
報
の
的
確
な
発
令
（
注
）
の
ほ

か
、
林
野
火
災
に
係
る
広
報
・
啓
発
の
強
化
の
取

組
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
今

年
か
ら
、
気
象
庁
、
消
防
庁
、
林
野
庁
が
顕
著
な

少
雨
時
に
火
の
取
扱
い
へ
の
注
意
喚
起
を
行
う
こ

と
と
し
、
令
和
８
年
１
月
22
日
に
初
め
て
３
庁
合

同
で
の
記
者
会
見
を
実
施
し
ま
し
た
。
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資料：消防庁統計資料に基づいて作成

一
方
、
令
和
８
年
も
既
に
各
地
で
山
火
事
の
発

生
が
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
１
月
に
山
梨
県
上
野
原

市
・
大
月
市
で
発
生
し
た
大
規
模
な
山
火
事
で
は

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
地
域
住
民
の
生
活
に
大

き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。

日
本
の
山
火
事
の
出
火
原
因
は
、
た
き
火
、
火

入
れ
な
ど
人
間
の
活
動
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

の
た
め
、
火
事
に
つ
な
が
る
行
動
を
し
な
い
・
さ

せ
な
い
意
識
が
重
要
で
す
。「
山
火
事
を　
起
こ

す
も
防
ぐ
も　
私
た
ち
」　
一
人
ひ
と
り
が
火
の

用
心
を
心
が
け
、
日
本
の
森
林
を
守
り
、
後
世
に

引
き
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
注
）林
野
火
災
注
意
報
及
び
林
野
火
災
警
報
は
市

町
村
長
等
に
よ
り
発
令
さ
れ
る
。
林
野
火
災
注
意

報
の
発
令
時
に
は
住
民
等
に
火
の
使
用
制
限
の
努

力
義
務
が
課
さ
れ
、
林
野
火
災
警
報
の
発
令
時
に

は
屋
外
で
の
火
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
る
。

山火事防止の
シンボルマーク「まといリス」

林野庁からのお願い
❶ 林野火災注意報、林野火災警報の発令時など乾燥・強風時には、屋外での火の使用を

しないこと
❷ 枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火をしないこと
❸ たき火等火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火すること
❹ 火入れを行う際は市町村長の許可を必ず受けるとともに、あらかじめ必要な防火対策

を講じること
❺ たばこは、指定された場所で喫煙し、吸いがらは必ず消すとともに、投げ捨てないこと
❻ 火遊びはしないこと、また、させないこと

山火事、自然災害 への備えはできていますか？

にお任せください！
森林に対する８つの災害による損害を総合的に補償
する保険です。
災害への備えに森林保険の活用をご検討ください。

ウェブサイト

◆お問い合わせ◆
　お近くの森林組合、森林組合連合会、
　または森林保険センターへご連絡ください。

【(国研)森林研究・整備機構 森林保険センタ－】
　TEL：044-382-3500
　URL：https://www.ffpri.go.jp/fic/

　たもちぃ　 　そよりん　

森 林 保 険 森 林 保 険 
森林保険公式キャラクター

保険金のお支払いの対象となる災害

火災

干害 凍害

風害

潮害

水害

噴火災

雪害

山火事を
起こすも防ぐも
私たち

山火事を
起こすも防ぐも
私たち

山火事予防運動実施中令和７年度山火事予防ポスター原画・標語募集
主催：（一財）日本森林林業振興会
後援：文部科学省・消防庁・林野庁・
　　　全国森林組合連合会・森林火災対策協会

ポスター原案
香川県丸亀市立東中学校３年　　  光本　有希
標語
山口県周南市立富田中学校３年　  河村　結衣音わたしは山火事防止の

シンボルマークです 主 唱：　　　    ・消防庁

令和８年山火事予防ポスター

出火原因別発生件数（R2-R6の平均）
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東
京
都
八
王
子
市
に
位
置
す
る
本
所
の
ほ
か
、

支
所
と
し
て
主
に
林
業
機
械
に
関
す
る
技
術
習
得

の
た
め
の
現
地
実
習
を
行
う
林
業
機
械
化
セ
ン

タ
ー
を
群
馬
県
沼
田
市
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

集
中
し
て
研
修
に
取
り
組
む
こ
と
で
研
修
効
果

を
高
め
る
と
と
も
に
、
様
々
な
地
域
・
年
齢
の
研

修
生
が
集
団
生
活
を
通
じ
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
で
き
る
よ
う
、
本
所
、
林
業
機
械
化
セ
ン

タ
ー
と
も
に
宿
泊
室
・
食
堂
等
を
併
設
し
、
宿
泊

し
て
の
集
合
研
修
を
基
本
と
し
て
き
ま
し
た
が
、

2
Topics

こ
れ
か
ら
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
行
政
を

担
う
人
材
の
育
成
に
向
け
て

森
林
技
術
総
合
研
修
所
の
概
要

森
林
技
術
総
合
研
修
所（
以
下「
研
修
所
」と
い

う
。）は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
行
政
を
担
う

人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
我
が
国
唯
一
の
国
の

研
修
機
関
で
あ
り
、
林
野
庁
、
都
道
府
県
、
市
町

村
の
職
員
等
を
対
象
に
、
多
種
多
様
な
知
識
と
最

新
の
技
術
の
習
得
に
向
け
た
総
合
的
な
研
修
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
契
機
と

し
て
、
近
年
は
、
効
率
的
な
研
修
運
営
の
観
点
か

ら
、
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
の
実
施
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

研
修
の
実
施
状
況

研
修
所
で
は
、
林
野
庁
長
官
が
毎
年
度
策
定
す

る
研
修
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
森
林
施
業
や
森
林

土
木
等
こ
れ
ま
で
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
基
礎

講義形式での研修

グループ演習

生物多様性に配慮した森林管理と森林施業のための現地検討

森
林
技
術
総
合
研
修
所

的
な
技
術
か
ら
I
C
T
技
術
の
進
展
や
社
会
情
勢

の
変
化
等
に
応
じ
た
新
し
い
知
見
ま
で
、
各
種
施

策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
幅
広
い
知
識
・
技

術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
講
師
は
、
全
国
の
大
学
や
企
業
、
森
林
総
合

研
究
所
等
か
ら
そ
の
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
々
、
ま
さ
に
政
策
の
企
画
・
運
用
を
担

当
し
て
い
る
林
野
庁
や
関
係
省
庁
の
職
員
等
、
第

一
級
の
人
材
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、
研
修
生
延
べ
2
︐3
2
3

名
、
73
コ
ー
ス
の
研
修
（
本
所
：
54
コ
ー
ス
、
林

業
機
械
化
セ
ン
タ
ー
：
19
コ
ー
ス
）
を
実
施
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
適
切
な
森
林
施
業
・
管
理

森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
、
立
地
環

境
に
適
し
た
森
づ
く
り
や
目
標
林
型
に
応
じ
た
森

林
施
業
技
術
を
的
確
に
指
導
で
き
る
人
材
が
必
要

な
た
め
、
生
物
多
様
性
保
全
等
に
配
慮
し
た
多
様

な
森
林
施
業
等
に
関
す
る
知
識
及
び
技
術
を
習
得

す
る
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
林
道
・
治
山
技
術
者
の
育
成

現
地
に
お
い
て
測
量
の
実
習
等
を
行
い
、
林

道
・
治
山
事
業
の
調
査
・
設
計
技
術
等
を
習
得
す

る
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
踏
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査
か
ら
測
量
、
設
計
ま
で
一
連
の
作
業
を
行
い
、

成
果
を
発
表
す
る
実
践
的
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

■
木
材
産
業
の
振
興
と
木
材
利
用
の
促
進

地
域
の
木
材
産
業
等
に
係
る
課
題
を
解
決
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
木
材
の
加
工
・
流

通
、
木
造
建
築
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
、
木

材
輸
出
等
に
関
す
る
基
礎
知
識
及
び
最
新
の
動
向

を
学
ぶ
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に

は
、
先
進
事
例
を
学
ぶ
研
修
と
し
て
、
５
日
間
に

わ
た
り
岡
山
県
の
真
庭
市
や
西
粟
倉
村
に
お
い
て

実
施
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

■
市
町
村
林
務
担
当
職
員
の
育
成

森
林
経
営
管
理
制
度
等
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

渓間工の設計のための現地測量

に
は
、
市
町
村
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
町
村
林
務
担
当
者
向
け
に
森
林
・
林
業
施

策
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

■
林
業
機
械
化
に
向
け
た
指
導
者
の
育
成

林
業
機
械
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
全
な
作
業
方

法
、
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
の
普

及
指
導
や
適
切
な
事
業
発
注
・
監
督
等
が
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
実
習
と
講
義
を
組
み
合

わ
せ
た
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
習
で
は
、

研
修
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
国
有
林
に
お
い
て
実
際

に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
ハ
ー
ベ
ス
タ
で
立
木
の
伐
倒

や
造
材
を
し
た
り
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
森
林
作
業
道

の
作
設
を
行
っ
た
り
と
、
民
間
企
業
等
の
安
全
衛

生
特
別
教
育
で
行
わ
れ
て
い
る
機
械
の
操
作
を
主

体
と
し
た
実
習
と
は
一
味
違
う
実
践
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
研

修
生
が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
指
導
者
の
役
割
を
演

じ
、
操
作
や
安
全
に
つ
い
て
の
指
導
を
相
互
に
行

う
な
ど
、
効
果
的
に
普
及
指
導
等
を
行
う
た
め
に

必
要
な
知
識
、
技
術
を
習
得
さ
せ
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

政
策
の
実
現
、
地
域
課
題
の
解
決

に
貢
献
す
る
研
修
を
目
指
し
て

1
9
5
2
（
昭
和
27
）
年
に
研
修
所
の
前
身
で

あ
る
林
業
講
習
所
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
70
年
余
り

が
経
過
し
、
ま
た
、
1
9
9
5
（
平
成
７
）
年
に

今
の
形
に
研
修
所
が
再
編
さ
れ
て
か
ら
30
年
と
な

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
時
期
を
含
む
こ
の
５
年
間

だ
け
を
み
て
も
延
べ
約
９
千
人
の
研
修
生
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
研
修
を
通
し
て
技
術
を
習
得
し

知
見
を
広
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
第
一
で
す
が
、

同
じ
研
修
を
受
講
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
研

修
後
も
元
研
修
生
同
士
で
様
々
な
情
報
交
換
を
し

て
い
る
な
ど
の
声
を
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
お
聞

き
し
て
お
り
、
研
修
所
の
存
在
が
見
え
な
い
と
こ

ろ
で
我
が
国
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
行
政
の

推
進
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
し
て
き
た
も
の
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
た
人
工
林
資
源
の
持

続
的
な
活
用
、
大
雨
の
激
化
・
頻
発
化
等
に
よ
る

激
甚
な
山
地
災
害
の
発
生
な
ど
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
等
で
林
野
施
策
を

担
う
職
員
の
技
術
力
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
研

修
所
も
人
材
育
成
の
一
翼
を
担
う
べ
く
不
断
の
努

力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
各
研
修
へ
積
極
的

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
の
課

題
解
決
に
向
け
た
取
組
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

研修生による森林作業道の作設 研修生によるチェーンソーでの立木伐倒
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森
林
情
報
の「
見
え
る
化
」を
通
じ
た
伴
走
支
援

静
岡
県
賀
茂
農
林
事
務
所

森
林
整
備
課　
主
査　
伊
藤
允
彦

限
ら
れ
、
主
伐
や
再
造
林
を
計
画
的
に
進
め
る
に

は
多
く
の
制
約
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
森

林
施
業
は
小
規
模
・
断
続
的
に
な
り
、
生
産
性
や

収
益
性
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。森

林
総
合
監
理
士
と
し
て
地
域
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
市
町
、
林
業
経
営
体
、
森
林
所

有
者
と
い
っ
た
多
様
な
関
係
者
の
間
に
立
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
や
言
葉
の
違
い
を
つ
な
ぎ
な
が

ら
、
地
域
が
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
行
動
で
き
る

よ
う
に
伴
走
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
重
要
だ
と
感
じ
て
き
た
の
が
、
高
精

度
な
森
林
情
報
を
地
域
で
共
有
し
た
上
で
、
皆
で

目
指
す
べ
き
森
林
の
姿
を
考
え
る
風
土
を
つ
く
る

こ
と
で
し
た
。

デ
ー
タ
を
使
え
る
情
報
に
す
る

賀
茂
地
域
で
は
、
航
空
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
る
三

次
元
点
群
デ
ー
タ
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
材
積
や

微
細
な
地
形
を
把
握
で
き
る
高
精
度
な
森
林
情
報

が
揃
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
が
存
在

す
る
だ
け
で
は
、
現
場
の
判
断
や
行
動
に
は
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。

は
じ
め
に

　

私
が
担
当
す
る
静
岡
県
賀
茂
地
域
は
、
伊
豆
半

島
南
部
に
位
置
し
、
急
峻
で
複
雑
な
地
形
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
人
工
林
は
存
在
す
る
も
の
の
、

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
が
ま
と
ま
っ
て
分
布
す
る
地
域
は

シリーズ

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
動
書
記

そ
こ
で
、
林
業
経
営
体
が
主
体
と
な
り
、
国
、

県
、
市
町
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い

る
地
域
の
協
議
会
を
通
じ
て
、
林
業
経
営
体
に

デ
ー
タ
を
共
有
し
、
G
I
S
ソ
フ
ト
の
導
入
や
操

作
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
単
に
「
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
が
あ
る
」「
材
積
が
多
い
」だ
け
で
な
く
、
傾

斜
、
路
網
か
ら
の
距
離
、
標
高
、
作
業
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
複
数
条
件
を
掛
け
合
わ
せ
て
、
効
率
的
で

収
益
性
の
高
い
生
産
適
地
を
抽
出
し
、
地
図
と
し

て「
見
え
る
化
」し
ま
し
た
。
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会
で
す
。
そ
の
一
つ
一
つ
を
、
計
画
の
熟
度
を
高

め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
捉
え
、
林
業
経
営
体
と
と
も

に「
で
き
る
実
感
」を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

森
林
総
合
監
理
士
の
仕
事
は
、
特
別
な
場
面
だ

け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
の

業
務
の
中
で
、
地
域
の
力
を
引
き
出
し
て
い
く
役

割
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
森
林
づ
く
り
に

向
け
て

森
林
づ
く
り
に
唯
一
の
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ

情
報
を
共
有
し
、

同
じ
景
色
を
見
な

が
ら
、「
あ
る
べ
き

姿
」
を
対
話
の
中
で

探
り
続
け
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
森
林
総
合
監

理
士
は
、
そ
の
対
話

を
支
え
、
森
林
と
地

域
の
未
来
を
つ
な
ぐ

存
在
で
す
。
賀
茂
農

林
事
務
所
で
の
取
組

が
、
各
地
で
の
森
林

づ
く
り
を
考
え
る
一

助
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

デ
ー
タ
を
利
用
し
た
計
画

づ
く
り

地
図
を
囲
ん
で
話
し
合
う
こ
と
で
、
現
場
の
議

論
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

「
こ
の
斜
面
な
ら
作
業
道
を
通
せ
そ
う
だ
」「
こ

こ
は
主
伐
を
ま
と
め
た
方
が
効
率
的
だ
」
と
い
っ

た
具
体
的
な
検
討
が
進
み
、
生
産
団
地
の
設
定
や

森
林
経
営
計
画
の
作
成
、
路
網
線
形
や
作
業
シ
ス

テ
ム
の
検
証
を
、
市
町
や
林
業
経
営
体
が
一
体
と

な
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
机
上
の
計
画
と
現
地
確
認
を
往
復
し
な

が
ら
支
援
す
る
こ
と
で
、
計
画
の
実
効
性
も
高

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

伴
走
支
援
の
成
果

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
支
援
を
継

続
し
た
こ
と
で
、
主
伐
・
再
造
林
の
面
積
は
着
実

に
増
加
し
、
素
材
生
産
量
も
安
定
的
に
推
移
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
数
値
と
し
て
の
成
果
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
よ
り
大
き
な
変
化
は
、
現
場

の
意
識
で
す
。
補
助
金
申
請
や
検
査
と
い
っ
た
日

常
業
務
も
、
見
方
を
変
え
れ
ば
重
要
な
支
援
の
機

森林総合監理士の役割と視点
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土
面
積
は
約
58
万
㎢
で
あ
り
、
日
本
の
約
1
・
5

倍
の
面
積
に
、
約
6
︐0
0
0
万
人
の
多
様
な
民

族
・
言
語
を
持
つ
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

首
都
ナ
イ
ロ
ビ
は
標
高
約
1
︐7
0
0
ｍ
の
高

地
に
あ
り
、
年
間
を
通
じ
て
比
較
的
涼
し
い
気
候

で
す
。
一
方
で
、
沿
岸
部
の
高
温
多
湿
な
熱
帯
気

候
、
内
陸
部
の
サ
バ
ン
ナ
気
候
、
温
暖
で
湿
潤
な

ビ
ク
ト
リ
ア
湖
周
辺
地
域
な
ど
、
国
内
に
は
多
様

な
気
候
・
自
然
環
境
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

経
済
発
展
は
著
し
く
、
ナ
イ
ロ
ビ
中
心
部
に
は

ケニア

ケ
ニ
ア
に
つ
い
て

ケ
ニ
ア
は
東
ア
フ
リ
カ
の
赤
道
直
下
に
位
置

し
、
地
理
的
・
経
済
的
に
東
ア
フ
リ
カ
の
玄
関
口

と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
国 国

際
協
力
機
構（
J
I
C
A
）　
持
続
的
森
林
管
理
・
景
観
回
復
に
よ
る
森
林
セ
ク
タ
ー
強
化
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
気
候
変
動
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
長
期
派
遣
専
門
家　

西
川　
美
智
子　
　
　
　
　
　
　

高
層
ビ
ル
が
建
ち
並
び
、
私
が
普
段
利
用
し
て
い

る
ス
ー
パ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
物
価
は
日
本
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
ナ
イ
ロ
ビ
の
中
心
部
か
ら
数
㎞
の
場
所
に

は
、
ア
フ
リ
カ
最
大
級
の
ス
ラ
ム
の
ひ
と
つ
と
さ

れ
る
キ
ベ
ラ
ス
ラ
ム
が
広
が
る
な
ど
、
経
済
格
差

は
依
然
と
し
て
大
き
く
、
時
に
は
暴
力
的
な
デ
モ

が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ケ
ニ
ア
の
森
林
の
現
状
と
政
策

ケ
ニ
ア
の
国
土
の
約
80
%
は
、
乾
燥
・
半
乾
燥

地
帯
と
呼
ば
れ
る
、
降
水
量
の
少
な
い
ス
テ
ッ
プ

や
砂
漠
を
含
む
地
域
で
す
。
植
民
地
期
の
農
業
開

発
や
燃
料
利
用
な
ど
に
よ
り
、
ケ
ニ
ア
の
森
林
率

は
大
き
く
減
少
し
、
1
9
6
3
年
に
は
３
％
ま

で
に
減
少
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
政
府
や
市
民
社
会
の
取
組
に
よ
り
、

森
林
率
は
現
在
で
は
８
％
ま
で
回
復
し
ま
し
た

が
、
イ
ン
フ
ラ
が
十
分
に
整
っ
て
い
な
い
地
方
で

は
、
今
な
お
生
活
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
薪
や
木
炭
に

依
存
す
る
世
帯
が
多
く
、
森
林
の
減
少
を
招
き
や

す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
干
ば
つ
な

ど
の
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
地
域
の

脆
弱
性
が
高
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
ケ
ニ
ア
政
府
は
2
0
3
2

年
ま
で
に
1
5
0
億
本
の
植
林
を
行
う
と
い
う
、

意
欲
的
な
目
標
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

ナイロビ市内

半乾燥地帯（サバンナ）

海外・現場

最前線からの

便り

シリーズ

東
ア
フ
リ
カ
の
玄
関
口

ケ
ニ
ア
の
森
林
と
植
林
政
策
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J
I
C
A
の
森
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ケ
ニ
ア
と
J
I
C
A
は
、
森
林
分
野
に
お
い
て

40
年
以
上
に
わ
た
る
協
力
の
歴
史
を
有
し
て
い
ま

す
。
私
は
、
2
0
2
5
年
1
月
か
ら
、
J
I
C
A

が
実
施
す
る
「
持
続
的
森
林
管
理
・
景
観
回
復
に

よ
る
森
林
セ
ク
タ
ー
強
化
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

気
候
変
動
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
従

事
し
て
い
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
①
森
林

れ
、
地
域
ご
と
に
特
色
の
あ
る
野
生
動
物
を
間
近

で
観
察
し
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
、
ラ
イ

オ
ン
が
人
を
襲
っ
た
事
例
や
、
ゾ
ウ
が
近
隣
の
畑

に
入
り
込
み
、
野
菜
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食
べ
尽

く
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
話
を
、
ガ
イ
ド
の
方
か

ら
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
動
物
の
種
類
は
異
な

り
ま
す
が
、
野
生
動
物
の
保
護
と
地
域
住
民
の
安

全
や
生
活
環
境
の
向
上
を
両
立
さ
せ
る
難
し
さ

は
、
日
本
と
共
通
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

の
保
護
・
管
理
や
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の
推

進
に
関
す
る
政
策
立
案
支
援
、
②
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー（
商
業
林
業
）の
推
進
、
③
林
木

育
種
、
④
地
域
協
力
の
４
つ
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ケ
ニ
ア
環
境
気
候
変

動
森
林
省
（
M
E
C
C
F
）、
ケ
ニ
ア
森
林
公
社

（
K
F
S
）、
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所（
K
E
F
R
I
）

と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
政
策
支
援
の
長
期
派
遣
専
門
家
と
し

て
、
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
戦
略
や
、
日
本
と

ケ
ニ
ア
の
間
の
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
※
に
お

け
る
森
林
分
野
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
支
援
な

ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
策
立
案

に
は
正
確
な
デ
ー
タ
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ケ
ニ
ア
の
森
林
の
現
状
を
把
握
・
分
析
す
る

た
め
の「
国
家
森
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」の

改
良
等
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
新
た
な

政
策
が
整
備
さ
れ
て
も
、
多
く
の
途
上
国
と
同
様

に
、
そ
れ
ら
を
実
行
す
る
た
め
の
十
分
な
予
算
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
実
施
に
向
け
た
コ
ン
セ
プ
ト
ノ
ー
ト
を
作

成
し
、
国
際
支
援
に
関
係
す
る
機
関
へ
働
き
か
け

る
取
組
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
い
ご
に

ケ
ニ
ア
は
サ
フ
ァ
リ
王
国
と
し
て
世
界
的
に
知

ら
れ
て
お
り
、
観
光
業
は
G
D
P
の
約
７
％
を
占

め
ま
す
。
私
も
ケ
ニ
ア
各
地
の
サ
フ
ァ
リ
を
訪

関係機関との集合写真

関係機関とのワークショップ

サファリで撮影したライオン

サファリで撮影した野生動物
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国有林野
事業の
取組は

じ
め
に

森
林
資
源
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
活
用
す

る
た
め
に
は
、
木
材
生
産
の
た
め
に
伐
採
し
た
森

林
に
、
確
実
に
再
造
林
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
一
方
で
、
再
造
林
に
要
す
る
大
き
な
費
用
負

担
や
、
造
林
を
行
う
作
業
者
の
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
天
竜
森
林
管
理
署
で
は
、
林
業

の
省
力
・
低
コ
ス
ト
化
に
資
す
る
取
組
と
し
て
、

管
内
に
成
林
す
る「
テ
ー
ダ
マ
ツ
」に
着
目
し
た
調

査
や
実
証
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
過
去

に
植
栽
し
た
テ
ー
ダ
マ
ツ
の
伐
採
跡
地
で
、
天
然

更
新
（
自
然
に
種
が
落
ち
て
発
芽
す
る
こ
と
）
に

よ
っ
て
育
っ
た
稚
樹
を
活
用
す
る
取
組
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
ダ
マ
ツ
の
特
徴

テ
ー
ダ
マ
ツ
は
北
米
原
産
の
マ
ツ
科
の
樹
種

で
、
お
お
む
ね
30
年
程
度
を
伐
期
と
す
る
早
生
樹

で
す
。
成
長
が
早
い
こ
と
か
ら
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
能
力
が
高
く
、
マ
ツ
材
線
虫
病（
マ
ツ
枯
れ
病
）

に
対
し
て
高
い
抵
抗
性
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
合
板
用
材
と
し
て
の
利
用
価
値
が
高

テ
ー
ダ
マ
ツ
に
よ
る

省
力
・
低
コ
ス
ト
林
業
の
可
能
性

関
東
森
林
管
理
局　
天
竜
森
林
管
理
署

愛知県 静岡県

●
天竜森林管理署

国有林

　天竜森林管理署は静岡県の西部地方に位置し、北部
は赤石山系につながる急峻な山岳地帯で、中部から南
部へ向かうにつれて標高が下がり、南部は三方原、磐
田原等の丘陵地帯となっています。
　国有林は、天竜川支流の気田川及び水窪川の源流部
に生育するブナ、ツガ及びモミ類等の天然林約1.1万
haと、古くからの林業生産活動によって造成されたス
ギ、ヒノキ等の人工林約1万haから構成されており、
人工林については、天竜スギとして日本三大人工美林
のひとつに数えられています。
　天竜森林管理署では、適正な森林管理、木材の安
定供給、大学や研究機関と連携した技術開発等の取組
を進めてきたほか、天竜材販路拡大の取組として国、
県、市、森林組合が連携したFSC森林認証取得を全国
で初めて行いました。

静岡県浜松市浜名区中瀬2663-1

24.7万ha
うち森林面積	 13.3万ha
うち国有林面積	 2.2万ha

４市１町（浜松市、湖西市、袋井
市、掛川市、周智郡森町）

所在地

区域面積

関係自治体

管内概要

天竜森林管理署庁舎

テーダマツ林と球果（松ぼっくり）

く
、
木
材
利
用
の
面
で
も
優
れ
た
特
性
を
備
え
て

い
ま
す
。

昭
和
30
年
代
に
は
、
木
材
の
増
産
を
目
的
と
し

て
全
国
で
植
栽
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
40
年
代
当
時

で
全
国
に
約
1
︐5
0
0
ha
植
栽
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
約
１
割
を
占
め
る
約
1
6
0
ha
の
植

栽
が
静
岡
県
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。



2026.3  VOL.228 林野17

テ
ー
ダ
マ
ツ
活
用
に

向
け
た
取
組

令
和
７
年
度
現
在
、
天
竜
森
林
管
理
署
管
内
に

は
約
70 
ha
の
成
林
し
た
テ
ー
ダ
マ
ツ
人
工
林
が
あ

り
ま
す
。
令
和
３
年
度
か
ら
立
木
販
売（
主
伐
）を

実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
テ
ー
ダ
マ
ツ
は
同
時
期

に
販
売
さ
れ
た
ス
ギ
と
同
程
度
の
価
格
帯
で
取
引

さ
れ
、
主
に
合
板
用
材
と
し
て
の
需
要
が
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
当
署
で
は
、
静
岡
県
農
林
技

術
研
究
所
森
林
・
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
と
協
定
を

締
結
し
、
テ
ー
ダ
マ
ツ
に
関
す
る
施
業
や
利
活
用

に
資
す
る
技
術
開
発
、
試
験
研
究
を
共
同
で
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
テ
ー
ダ
マ
ツ
の
伐
採
跡

地
に
稚
樹
が
自
然
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
天
然
更
新
に
よ
る
造
林
初
期
コ

ス
ト
の
低
減
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
11
月
に
稚
樹
の
発
生
や
生
育
の
状
況

に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
テ
ー
ダ
マ
ツ
の
伐

採
完
了
か
ら
２
年
７
か
月
経
過
し
た
伐
採
跡
地

に
お
い
て
２
９
︐1
2
5
本
/
ha
の
稚
樹
が
確
認

さ
れ
、
樹
高
は
平
均
83 

cm
、
最
大
で
1
5
9
cm
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
関
東
森
林
管
理
局

の
天
然
更
新
完
了
目
安
（
伐
採
完
了
３
年
で
30 

cm

以
上
が
5
︐0
0
0
本
/
ha
）を
満
た
し
て
お
り
、

種
子
を
供
給
す
る
テ
ー
ダ
マ
ツ
の
母
樹
が
伐
採
跡

地
内
や
周
囲
に
残
存
し
て
い
れ
ば
、
再
造
林
を
行

わ
な
く
と
も
天
然
更
新
で
き
る
可
能
性
が
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
天
然
更
新
を
阻
害
す
る
要
因
の
一
つ

に
、
稚
樹
の
段
階
で
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害

が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
テ
ー
ダ
マ
ツ
に
対
す

る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
嗜
好
性
を
調
査
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
及
び
７
年
度
に
、
防
護
柵
の
外
に

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
と
テ
ー
ダ
マ
ツ
を
植
栽
し
た
箇
所

に
お
い
て
、
食
害
の
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
食
害
に
よ
り
消
滅
す
る
中
で
、

テ
ー
ダ
マ
ツ
が
残
り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害

の
リ
ス
ク
が
低
い
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
密
度
が
一
定
以
下

の
箇
所（
10
‒
30
頭
/
km2
）で
は
、
防
護
柵
を
設
置

し
な
く
て
も
成
林
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
分

か
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
テ
ー
ダ
マ
ツ
は
、
植
栽

や
保
育
に
要
す
る
労
力
や
コ
ス
ト
の
低
減
の
観
点

か
ら
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
行
う
に
あ
た
っ

て
有
効
な
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

得
ら
れ
た
成
果
は
、
毎
年
、
静
岡
県
及
び
県
内

市
町
、
大
学
、
林
業
関
係
者
等
を
対
象
と
し
た
現

地
検
討
会
等
を
開
催
し
て
共
有
し
、
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
視
察
等
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
他
県
の
林
務
担
当

者
を
は
じ
め
、
研
究
機
関
や
大
学
関
係
者
へ
の
情

報
提
供
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
の
取
組
か
ら
、
近
年
、
天
竜
森
林
管

理
署
は「
テ
ー
ダ
マ
ツ
先
進
地
」と
し
て
全
国
か
ら

注
目
を
集
め
て
お
り
、
視
察
依
頼
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
に
は
、
テ
ー
ダ
マ
ツ

を
植
栽
樹
種
と
し
た
分
収
造
林
契
約
も
行
い
ま
し

た
。
静
岡
県
も
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
実
現
に

向
け
、
令
和
8
年
度
か
ら
テ
ー
ダ
マ
ツ
を
活
用
し

た
新
し
い
経
営
モ
デ
ル
の
構
築
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
ダ
マ
ツ
の
稚
樹
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
地

が
き
の
手
法
や
必
要
性
、
除
伐
・
間
伐
等
の
適
期

の
判
断
な
ど
、
各
種
施
業
に
関
し
て
引
き
続
き
調

査
・
検
証
が
必
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

テ
ー
ダ
マ
ツ
の
試
験
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、

得
ら
れ
た
成
果
を
勉
強
会
や
現
地
検
討
会
等
に
よ

り
紹
介
す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
森
林
・
林
業
の

実
現
に
向
け
、
継
続
し
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

稚樹の発生・生育状況の調査 伐採跡地で自然発生している稚樹

現地検討会

伐採跡地におけるテーダマツ稚樹の生育状況（左：令和6年3月時点、右：令和７年７月時点）
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みどりの
大使が
行く！

2026
ミス日本

みどりの大使

永田 愛実

場
に
立
つ
こ
と
」
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。ま

た
、
そ
れ
と
同
時
に
平
和
活
動
に
も
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。
活
動
の
中
で
何
度
も
訪
れ
た
山

王
神
社
の
被
爆
ク
ス
ノ
キ
は
、
原
爆
の
被
害
を
受

け
な
が
ら
も
再
び
芽
を
吹
き
、
今
も
力
強
く
葉
を

茂
ら
せ
て
い
ま
す
。
目
の
前
に
立
っ
た
と
き
、
自

然
の
生
命
力
だ
け
で
な
く
、
人
の
想
い
に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
き
た
命
の
重
み
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
父
と
島
原
普
賢
岳
に
登
る
中
で
噴
火

災
害
の
歴
史
に
も
触
れ
、
自
然
は
恵
み
を
も
た
ら

す
一
方
で
、
時
に
厳
し
い
表
情
を
見
せ
る
存
在
で

も
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
通
し
て
、
緑
は
決
し
て
当
た
り
前

に
そ
こ
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
守
り
、
育
て
、

受
け
継
ぐ
こ
と
で
初
め
て
未
来
に
つ
な
が
る
存
在

な
の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

将
来
、
私
は
芸
能
の
道
を
志
し
、
モ
デ
ル
や
俳

優
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。

2026



ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使
に
選
出
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
永
田
愛
実
で
す
。
長
崎
県

長
崎
市
出
身
で
、
現
在
は
日
本
大
学
法
学
部
の
2

年
生
で
す
。
み
ど
り
の
大
使
に
就
任
し
て
か
ら
、

森
林
や
木
材
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
多
く
い
た
だ

き
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
世
界
に
触
れ
な
が

ら
、
新
し
い
気
づ
き
の
連
続
の
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

長
崎
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、
山
や
木

は
と
て
も
身
近
で
、
当
た
り
前
の
存
在
で
し
た
。

小
学
校
へ
の
通
学
路
は
公
園
や
並
木
道
を
通
る
道

で
し
た
し
、
友
人
と
遊
ぶ
時
も
、
祖
父
と
カ
ブ
ト

ム
シ
を
捕
り
に
行
く
時
も
、
思
い
出
の
そ
ば
に
は

い
つ
も
木
や
森
が
あ
り
ま
し
た
。

幼
い
頃
か
ら
父
と
よ
く
山
登
り
を
し
て
い
ま

す
。
地
元
か
ら
近
い
矢や

上が
み

普ふ

賢げ
ん

岳だ
け

に
は
小
さ
い
頃

か
ら
登
っ
て
お
り
、
今
で
も
帰
省
す
る
と
父
と
一

緒
に
登
り
に
行
き
ま
す
。
登
山
中
に
感
じ
る
土
や

木
の
匂
い
、
木
漏
れ
日
の
温
か
さ
、
頂
上
で
食
べ

る
母
の
手
作
り
の
お
弁
当
。
自
然
の
中
で
過
ご
す

時
間
は
、
父
と
の
絆
を
深
め
る
と
同
時
に
、
私
自

身
の
心
を
整
え
て
く
れ
る
大
切
な
時
間
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
地
元

テ
レ
ビ
局
の
高
校
野

球
イ
メ
ー
ジ
ガ
ー
ル

を
務
め
、
炎
天
下
の

球
場
を
走
り
回
る
球

児
た
ち
の
懸
命
な
姿

を
間
近
で
見
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
き

ま
し
た
。
自
分
の
目

で
見
て
、
肌
で
感
じ

た
こ
と
を
、
生
放
送

を
通
し
て
伝
え
た
経

験
は
、
現
在
の
私
の

信
条
で
も
あ
る
「
現

新

「
第
58
回
ミ
ス
日
本
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
6
」
が
都
内
で
開
催
さ
れ
、
13
名
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
か
ら
各
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。「
2
0
2
6
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使
」
は
永
田
愛

実
さ
ん
で
す
。

み
ど
り
の
大
使
は
、
ミ
ス
日
本
各
賞
の
ひ
と
つ
で
、
こ
れ
か
ら
の
1
年
間
、
森
林
の
大
切
さ
や

木
の
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
、
み
ど
り
と
木
へ
の
親
し
み
を
広
め
る
役
割
を
担
い
ま
す
。
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公益社団法人国土緑化推進機構ウェブサイト「みどりの大使」
（https://www.green.or.jp/promotion/midorino-taishi/）

「ミス日本みどりの大使」とは

2月12日、「モクコレ Wood Collection 2026」で、株式会社岸田の代表取締役・岸田真志さんに
インタビューをさせていただきました。岸田さんからいただいたのは、「ひみ里山杉フィナンシェ」とい
う洋菓子。
正直な第一声は、「え、木がお菓子に！？」という驚きでした。ひみ里山杉が生地に練り込まれ、表面

には粉末としても使用。ヒバオイルも生地に取り入れられたフィナンシェは、木を使っているとは思え
ないほど美味しく、ほんのりとしたやさしい香りが印象的でした。

という言葉は、まさにその通りだと感じまし
た。確かに私は「これはどんな木なんだろう」

「なぜこの木は心地よく感じるのだろう」と考え
ることはほとんどなかったと思います。でも木
が良いものだと信頼しています。

衣・食・住のうち、木といえば「住」だと思い
ますが、そうではなく「食」という分野から新し
い挑戦をする岸田さんから、試行錯誤を重ねな
がら生み出そうとする情熱と工夫を感じました。

１
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す

が
、
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
ら
れ
る
発
見
や
疑
問
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
森
と
人
を
つ
な
ぐ
存
在
と
し

て
、
一
歩
ず
つ
学
び
、
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

毎月、このコーナーでは、「みどり」や「木」に携わる人々との交流の中で、
大使の印象に残った言葉を紹介していきます。

愛実のつなぐ・届ける・森の声

「どんな木か、何の木かまでは
知らなくても、日本人は本能的に、
木は良いものだと感じている」

岸田さんが話してくださった

そ
し
て
現
場
に
足
を
運
び
、
自
分
の
目
で
見
て
、

耳
で
聞
き
、
肌
で
感
じ
た
こ
と
を
、
自
分
の
言
葉

と
行
動
で
責
任
を
持
っ
て
発
信
で
き
る
人
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
ど
り
の
大
使
と
し
て

の
こ
の
1
年
間
も
、
そ
の
姿
勢
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
一
つ
一
つ
の
現
場
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
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山火事を
起こすも防ぐも
私たち

山火事を
起こすも防ぐも
私たち

山火事予防運動実施中令和７年度山火事予防ポスター原画・標語募集
主催：（一財）日本森林林業振興会
後援：文部科学省・消防庁・林野庁・
　　　全国森林組合連合会・森林火災対策協会

ポスター原案
香川県丸亀市立東中学校３年　　  光本　有希
標語
山口県周南市立富田中学校３年　  河村　結衣音わたしは山火事防止の

シンボルマークです 主 唱：　　　    ・消防庁




